
　

林
家
た
い
平
さ
ん
は
、
秩
父
市
出

身
で
、テ
レ
ビ
番
組
「
笑
点
」
に
レ
ギ

ュ
ラ
ー
出
演
中
の
人
気
落
語
家
で
す
。

武
蔵
野
美
術
大
学
を
卒
業
後
、
恩
師

の
「
デ
ザ
イ
ン
は
人
を
幸
せ
に
す
る

た
め
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
、

落
語
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
で
み
ん
な
を

笑
顔
で
幸
せ
に
し
よ
う
と
、
昭
和
63

年
に
林
家
こ
ん
平
さ
ん
に
入
門
、
様

々
な
賞
を
得
て
平
成
12
年
に
真
打
に

昇
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年

　

１
月
23
日
（
金
）
、
落
語
家
・
林
家
た
い
平
さ
ん
を
東
秩
父
村
観

光
大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

に
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
客
員
教

授
に
就
任
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。　

　

23
日
は
、
東
秩
父
村
商
工
会
創
立

50
周
年
記
念
の
特
別
講
師
と
し
て
本

村
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

「
人
を
助
け
た
時
と
人
か
ら
助
け
ら

れ
た
時
」
は
ど
ん
な
人
で
も
嬉
し
い

気
持
ち
、
そ
の
行
動
を
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
、
と
い
う
「
助
け
」
を

通
し
た
人
の
心
の
高
揚
に
つ
い
て
な

　
　
　
　
　
　

ど
、
誰
も
が
共
感
す

　
　
　
　
　
　

る
話
か
ら
、
と
ん
知

　
　
　
　
　
　

を
利
か
せ
た
小
話
ま

　
　
　
　
　
　

で
、
聞
き
に
来
た
す

　
　
　
　
　
　

べ
て
の
方
へ
う
な
ず

　
　
　
　
　
　

き
や
笑
い
を
贈
っ
て

　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
心
身

　
　
　
　
　
　

と
も
に
温
ま
る
講
演

　
　
　
　
　
　

を
お
聞
か
せ
い
た
だ

　
　
　
　
　
　

い
た
後
、
委
嘱
式
が

　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
、
大
使
に
委

　
　
　
　
　
　

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

東
秩
父
村
観
光
大

　
　
　
　
　
　

使
は
「
東
秩
父
村
に

　
　
　
　
　
　

愛
着
を
も
ち
、
か
つ
、

観
光
行
政
推
進
に
積
極
的
な
者
お
よ

び
村
長
が
必
要
と
認
め
た
者
」
を
村

長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
任
期
は
２

年
で
す
。
林
家
た
い
平
さ
ん
は
大
使

委
嘱
に
つ
い
て
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、

「
世
界
に
東
秩
父
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

林
家
た
い
平
さ
ん
に
は
今
後
、
東

秩
父
村
の
観
光
宣
伝
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

東
秩
父
を
よ
り
よ
く
、
心
豊
か
に
！

　

林
家
た
い
平
さ
ん
東
秩
父
村
観
光
大
使

東
秩
父
を
よ
り
よ
く
、
心
豊
か
に
！

　

林
家
た
い
平
さ
ん
東
秩
父
村
観
光
大
使

　２月３日（火）、嵐山町鬼鎮神社において交通安全広報大使委嘱式が行われ、東秩父村交通安全母の会会長

の佐藤晶子さん（御堂）が小警察署長と東秩父村長の連名によって、東秩父村の交通安全広報大使に委嘱され

ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県内では年当初より交通死亡事故が多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発傾向にあり、依然として厳しい交通情勢で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。そこで、地域に根差した交通事故防止活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動の推進に向け、各地で交通安全広報大使を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱することになりました。大使は交通安全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出発式などの祭典に積極的に参加し、交通安

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全をＰＲしていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日は、足立村長をはじめ、４町村の町村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長と交通安全広報大使が集結しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤さんは委嘱状を笑顔で受け取り、これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から事故防止のために普段から交通安全を意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識して生活し、大使としての責務を果たして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきたいと意気込んでおられました。

佐藤晶子さん東秩父村交通安全広報大使に委嘱


